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１．研究成果の概要 

 

 本研究の目的は、地方空港と都市養蜂の接点としての産学連携による地域の活性化における、高大連携の可

能性と意味を明らかにすることである。産学連携と高大連携について、事例をもとに考察した結果、高大連携

が産官学連携の一部を構成すること自体に一定の意義が見いだされた（２．①②）。 

 なお、高大連携・産官学連携を含む、本学を中心とした地域の活性化については、ESD 実践・研究として分

析を行い、アクティブ・ラーニング、PBL、CBL といった観点から ESD 実践・研究の在り方と論点・展望を

明らかにした（２．③④⑤⑥）。 
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３．主な経費 

研究を進めるために必要な関連書籍・OA 関連機器・学会費、調査の分析のために必要なソフトウェアなど。 



 

４．その他の特筆すべき事項（表彰、研究資金の受入状況等） 

千葉商科大学 2024 年度定常的プロジェクト⑥「基幹研究サステナビリティ研究発表会 PJT」 

 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 

 


